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島根半島キ酌地域の泥質岩の層序について

野　　村　　律　　夫＊

　　　　　　　　　　Ritsuo　N0MlURA

On　the　strat1graphy　of　arg111aceous　rocks　d1str1buted－

　　　1n　Ch1kum1area　of　the　Sh1mane　Pen1nsu1a

ノ㌧bstract

　Two　foram1n1feral　zones　ofひ〃gθγ肌αα脇αθη∫zs一助z∫右o榊zηθZZαsん舳α肋zsτs　Assemb1age－

zone　andω乞gθγ加α∫θg舳6oθ〃sづs（s．1．）一CツoZα舳伽伽o”κθZZα古αAssemb1age－zone，which　are

ong1na11y　recogn1zed－1n　M1ocene　depos1ts　of　the　centra1part　of　the　Sh1mane　Pen1nsu1a

（Nomura，ユ986b），are　a1so　recognized　in　the　argi11aceous　rocks　distributed　between

Ch1kum1and　Kasaura，eastem　part　of　the　pen1nsu1a

　The　TOs◎］1and　Ush1k1r1format1ons　of　Kano　and　Yosh1da（ユ985）compr1se　the　σ

α肋αθ伽｛∫一且s〃舳伽刎8乞s　Assemb1age－zone　and　the　Furue　Formation　of　them　is　represen－

ted　by　theひs螂〃z6oθ〃sゐ（s．1．）一C．oα7κθZZα加Assemb1age－zone．

は　じ　め　に

　　　　　　　　ちくみ
　島根半島東部の千酌と笠浦の問には，中新世の泥質岩

が安山岩，石英安山岩，流紋岩を主体とする火山砕暦岩

中に挾在している。従来，ここの泥質岩を含めた地層は

火山層序学的および岩相の類似から牛切層（：牛切互層

部層，多井，1952）に対比されていた（金属鉱物探鉱促

進事業団，1969；山内ほカ），ユ980；山内・吉谷，ユ981）。

しかし最近，鹿野・吉田（1985）は半島東部地域の層序

を再検討したなかで，上部の頁岩層を半島中央部に広く

分布する古江層に対比した。この根拠は，東部地域では

じめて認められた有孔虫群集の類似性（野村ほカ），1984）

と彼等の絶対年代学的な考察（鹿野吉田，1984）に基

づくものであった。

　このような対比が提唱されるようになって以後，野村

（1986b）は半島中央部における底生有孔虫群集を検討

し，2つの群集化石帯を設定した。そこで本研究では，

前研究で検討した試料数が少なかったこともあったた

め，再度試料を採取して検討を進めてきた。今回はその

＊島根大学教育学部地学研究室

結果についてまとめ，中央部との対比を行うことにす

る。

地　質　概　説

　島根半島東部では，砂岩と礫岩を主体に頁岩の薄屑を

挾む淡水ないし汽水成の古浦層（層厚800m以上）が発

達している。古浦層の上位には海成の成相寺層（層厚

1200m）が整合して堆積し，中部層準に流紋岩および同

質火砕岩を挾有している。成相寺層の下部と上部には頁

岩層が発達するが，下部頁岩屑は上部のそれより発達は

悪い。

　本論文でとりあげる千酌地域には，このような成相寺

層上部の頁岩層の上位にスランプ構造を伴った頁岩・砂

岩の互属（層厚約100m）がみられ，さらに層厚60mの

デイサイト火砕岩が累重する。鹿野・吉田（1985）はこ

のような岩相を牛切層に対比し，この上位の層厚120m

の頁岩層を古江層に対比している。古江層の上位には，

鹿野・吉田（1985）によって高渋山層（層厚1300m以

上）として認められた安山岩，石英安山岩，および玄武

岩溶岩と火山砕暦岩が顕著に発達している。
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試料採取位置図。A，頁岩（古江層）　B，流紋岩凝灰を挟む頁岩（成相寺層）　C，頁岩一

砂岩互層（牛切層）　D，デクサイト軽石凝灰岩（牛切層）　E，安山岩一デイサイト火砕岩

（高渋山層）　F，安山岩溶岩および火砕岩（高渋山層）　G，ドレーライト（貫入岩）地質

図は鹿野・吉田（ユ985）に基づく。地図は国土地理院発行（2万5干分の1）の地形図「加賀」

を使用した。MH一は今回の試料採取地点を示し，SK－193は野村ほか（1984）による。

　このような成相寺層の上位に整合漸移した海成の地層

は，牛切層として一括され山陰模式層序である大森層に

対比されていた（金属鉱物探鉱促進事業団，1969；山

内ほか，1980；山内・吉谷，1981）。しかし，鹿野・吉

田（1984）は多古地域の安山岩一玄武岩のK－Ar年代

が9．3±2．4Maを示し，宍道湖南岸の大森層模式地の

両輝石安山岩が13．9±O．7ユ〉［aであることを理由に高渋

山層を松江層に対比している。最近，鹿野・中野（1985）

は松江層の年代がユ1．5±O，6とユユ．9±O．6Maを示すと

報告している。このようにみると，島根半島東部地域で

は松江層とそれに対比される高渋山層が東西性の背斜構

造を介して南北に対称的にそれぞれ分布していることに

なる。

　一方，鹿野・吉田（1984）の絶対年代的手法による対

比とは別に，野村ほか（ユ984）は少ない試料数ながらも

底生有孔虫による化石層位学的検討を行った。これによ

ると，上部の頁岩層には膠着質殻のΦoz舳舳加α属の

．種が多産するのに対し・下部の頁岩・砂岩互層部では少

，ないこと，また酌細γ加α属，λ舳舳0”α属，E肋励〃刎

属の産出頻度が両者で異なっていることを指摘してい



る。

底生有孔虫化石の群集組成

野　　村　　律　　夫

　19試料を千酌から笠浦の海岸沿いに採取したが，その

中で石灰質有孔虫化石が75個体以上産したユユ試料につい

て検討した（第1図）。これらの試料の処理は，いずれ

もテトラフェニルボロンナトリュウム溶液を使って泥化

し，有孔虫は74μmの径を有す箭で水洗した後の乾燥残

溢物より摘出した。

　試料の採取層準は第2図に示すように，鹿野・吉田

（1984）の牛切層の下部と古江層の中上部に相当してい

る。付表1には試料当りの産出個体数を示したが，同定

不可能な膠着質殻を比較的多く合んだり，総個体数が20

未満の試料は省略した。

　石灰質殻種のなかで産出比率が高い構成種の層位的分

布は第3図に示した。この図から古江層に多産するもの

にλ刎刎0〃α云06肋g三刎S兆UCHIOとω妙γ加αSθgω〃0一

θ〃∫z∫CUsHMANandGALLエHER（s1）があげられる。前

者は最も多い所で34％（MH－35）を示し，後者は46％

（lMH－31）となっている。B〃2α脇α刎αヅg加α云α刎αs〃α｛

（AsAN0）はMH－27で56％と多産し，助赦o榊加θ〃α

s肋刎伽刎｛s　N0MURAはMH－27で12％と少ないながら

もそれぞれ牛切層のみに産している。研細γ加αα鮒伽一

s｛s　AsAN0は牛切層と古江層のMH－38まで連続して産

しているが，それより上位からは産していない。

　木論で使用しているω妙プ加αα肋α㈱兆とω細γ一

65

加αsθg吻♂0㈱兆（s．1．）は野村ほか（1984）のひs泌一

力卯θgγ閉αCUsHMAN　and　KLEINpELLとσ似oろo∫α∂θα

ScHwAGERにそれぞれ相当する。これらは，野村（1986，

図版3，figs11－17）で示されるように半島中央部で産

するひS昭吻ゐ㈱｛Sが比較的肋の明瞭なものからひ

グoろo∫6漉αのように剛毛状の明瞭なタイプまで幅広い

変異を有していることが明らかとなったため野榔まか

（1984）のひ欠oろo∫o肋αをぴsθg伽∂o刎s｛s（s．1．）と

してまとめたものである。また，ひ∫〃妙θγθgγ加αは肋

の強さを比較してひα肋αθη∫兆として同定した。

　次に，上述の群集組成がいかなる種によって規定され

ているか検討するため，鹿島町御津から大芦にかけて分

布する成相寺層と牛切層より得た6試料（MH一ユ5，17，

48，5ユ，55，58）を加え構成類似度行列（IMBR1E　and

VAN　ANDEL，ユ964）に基づいたQモード主成分因子分析

を行った。その結果，第2主成分（寄与率27．42％）で

みた試料間の分布はMH－31，34，35，36，37で高い正

の因子スコアを示し，MH－15，17，26，24，27，38では

負の因子スコァを有す（第4図）。この主成分に大きく

寄与しているタクサは正でσひ細γ加αSθg吻伽ηSケS（S．

1．）とル舳oη｛α古06肋g乞㈱｛∫であり，負ではω細γ加α

α肋α㈱兆であることが明らかとなった（第5図）。な

お，第1および第2主成分の累積寄与率は74．ユ6％であ

る。これらのタクサは前述したように層位的分布に特徴

がみられる。ひZ1細γ加αS昭〃Z∂0θ7ZS｛∫（S．1．）とλ〃刎0一

η”00肋9ケ㈱｛Sは古江層に多く，ひα鮒αθη∫兆は成相寺

層と牛切層で多く産している。
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第2図　試料の採取層準。

　以上のように，今回の調査でも千酌から笠浦にかけて

分布する頁岩中の底生有孔虫群集はω細γ伽∫忽鮒

∂o伽∫乞s（s・1・），λ閉舳07z乞α玄oo1z妙θ〃∫兆そしてω紐γ加α

α肋α㈱兆によって特定され，またこれらの産出層準に

顕著な特徴が見出されることが明確になった。このこと

は野村ほか（1984）の指摘を裏づける結果となってい

る。すなわち，ひs昭吻♂o㈱｛∫（s．1．）とλ．玄oo肋g｛刎∫｛s

は本ルートで連続的に産するものの鹿野・吉田（1985）

の古江層で高頻度に産し，ひα肋α㈱兆は古江層の下部

にも産するが成相寺層と牛切層に特徴的である。

　このような特徴種の産出頻度の層準をおった変化に加

えて，MH－27で産した助赫舳伽ZZα∫肋刎伽伽∫｛sは1

野村（1986b）の半島中央部の成相寺層のみに多産し，

ω細γ加αα肋α左α刎S｛S一助畑0刎加θZ1αS肋伽ακθηS｛S帯を

規定している種となっている。また，膠着質殻のCツー
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＞2501．

10～2501o
く1001。

主要底生有孔虫タクサの層位的分布。

6z舳舳加α属の種が成相寺層ではほとんど産せず，古江

層で多く産する傾向を示している（野村ほカ），ユ984）。こ

のことはひα肋αθ〃S｛ト且S肋〃Z伽θη8兆帯の上位のひ

∫θg伽∂oθ〃s｛s（s．1．）一Φ6Z”舳加αo伽oθZ1αチα帯がひ

sθ紗1∂oθ伽兆の多産で特徴づけられることと併せてCツー

6Z舳閉加αspP．が多いことと調和している。したがっ

て，半島中央部で認められた両群集帯の境界を鹿野・吉

田（ユ985）の牛切層と古江層の境界付近に対比できるこ

とが具体化したといえる（第6図）。

　このような群集を野村（1986b）と比較すると，成相

寺層の群集はひα肋α㈱兆，助畑0榊伽”αspp．で特徴

づけられる第2試料群と第3試料群そしてB伽αZ加α

伽”冨加α云α舳α舳∂olづ，ひα肋オα刎s兆，1Vo〃o鵬ZZαspP．と

No〃づo〃spP．を多産する第4試料群に近似している。と

くに第2試料群はひα肋α㈱｛ト亙s脇z伽θ〃s兆帯中に

最も広域に産しており，半島の東部地域でも中央部と同
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様の環境が形成されていたものと考えられる。また古江

層の群集は，λ．亡06〃9乞θ〃∫｛∫がやや多いもののひ∫θg鮒

∂o刎s｛s（s．1．）を多産するA試料群に似ている。半島中

央部におけるA試料群は平田市を中心とする大陸棚外縁

部以深の環境で堆積した場所に多く，半島東部の堆積環

境もこれに類似している。古江層の堆積当時，半島中央
　　　　　　うつぷるい
部の東西間（十六島～古江問）でも水深に差のあったこ

とが推定されているが（野村，1986b），半島東部の群

集はやや凸地的な堆積環境を示しているといえる。この

ことから島根半島全域に凹凸のある海底面がさらに広が

っていたことが推定される。

　一方岩相層序でみると，半島中央部の層序で従来から

踏襲されていた牛切層は模式地において岩相の類似から

成相寺層の一部に含められた（野村，ユ986a）。したが

って鹿野・吉田（1985）が牛切層としている層準は野村

（1986a）の成相寺層上部に相当するものである。この

ような半島中央部の成相寺層上部と東部の牛切層の岩相
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第6図半島中央部と半島東部の対比。

の相違は，野村（1986a）によって島根県東部地域の傾

動的運動によってもたらされたものと考えられている

が，半島東部の牛切層は模式地での岩相と全く一致する

ものではなく，この地層名を踏襲していくべきかは今

後の課題である。底生有孔虫化石群集に関する限り，

成相寺層中上部と牛切層を区分することは不可能であ

り，半島中央部で認めたσ吻θブ加αα肋α㈱｛S一助赫o一

肌加θZZα∫肋舳η㈱左s帯に両者とも合められるべきもの

である。

ま　と　め

　半島東部の千酌一笠浦地域を中心にして，さらに御津

一大芦地域の底生有孔虫群集を検討した結果，半島中央

部（野村，1986b）で認められたω妙1伽αα絨αθ〃∫乞s一

助赦o舳伽ZZα∫肋舳解1zs兆帯とω紐γ加α∫忽閉do㈱づ∫

（s．1．）一0ツoZα1舳加αoαη6θZZαオα帯の存在が明らかとな

った。前者の群集帯は鹿野・吉田（ユ985）の成相寺層上

部と牛切層を合むもので，後者の群集帯は古江層に認め

られる。
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CALCAREOU　S　FORAM．　TAXA　／　SAMPLES　　　　　MH15　MH17　MH19　MH22　MH24　MH26　MH27　MH31　MH34　MH35　MH36　MH37　MH38　MH48　MH51　MH55　MH58

Amphicoryna　spp．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　1　　　　1

Ammoni　a　tochigi　ens　is　Uchi　o　　　　　　　　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　2　　118　　152　　　83　　　87　　　72　　142　　　　7　　　11　　　ユ9　　　　3

Briza1ina　marginata　masudai　（Asano）　　　　　　　　20　　　　5　　　78　　　　1　　　　　　419　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19　　　　1　　　26　　　　6

Briza1ina　sp．　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

Bucce11a　cf．　tanai　i　（Uchi　o）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12　　　　3　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　27

Bucce11a　sp．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　1　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　1

BuI　imina　striata　d’Orbigny　　　　　　　　　　　　　1　　　30　　　　8　　　24　　　　8　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　66　　　17　　　　　　　　3　　　　1　　　　1

Cibicides　spp．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　2　　22　　39　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　1　　　3　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　1
Denta1ina　spp．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　4　　　　1

E1ph　i　d　ium　spp．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　1　　　　　　　　　　　　24　　　　　　　　　　　　　1

Epistomine11a　shimanensis　Nomura　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gO
Epi　s　tomi　ne11a　spp．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　　138　　　　　　　　　　　　13　　　77　　　　　　　　2　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　55　　　　7　　　　　　　　ユ5

Fissurina　spp．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　1　　　　　　　1　　　1　　　　　　　1
Fursenkoi　na　sp．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

G1obobu1imina　spp．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

Guttu1ina　spp．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

Gyro　idi　na　orbi　cu1ari　s　d。，Orbigny　　　　　　　　　　　　24　　　　　　　　15　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　14　　　　3　　　22　　　20　　　　　　　　5　　　　2　　　　1　　　64

Gyroidinoides　shinj　iensis　Nomura　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

Is1andie11a　cf．　he1enae　F－Hanssen　8　　　　　2　　　　1　　　81　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　5　　　　　　　　　　　　11　　　17

Is1andie1iasp．A　　　　／Buzas　　　7　　　　　　　　　　8　　　　　　1　　　18
Lagena　spp．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　3　　　　2　　　　1　　　　　　　　1　　　　1　　　　5　　　　　　　19　　　16　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　1

Lenticu1ina　spp．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　4　　　　1　　　　6　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　1

Marginu1ina　spp．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

Me1onis　sP．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

Nodosa1ina　spP．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

Nonion　sPP．　十　Nonione11a　sPP．　　　　　　　　　　3　　　　1　　　　5　　　　1　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　20　　　51　　　11　　　83　　　56　　　　　　　　　3　　　11　　　19

0o1ina　spp．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　1

0r　i　d．osa1i　s　umbonatus　（Reuss）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

P1anu1ina　nipponica　Asano　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13

P1anu1ina　sP．　A

SPbaeroidina　sPP．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　1　　　38　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

Uvigerina　aki　taensis　Asano　　　　　　　　　　　156　　434　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　218　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　44　　　41

Uvigerina　segundoensis　（s．1　）　Cush．8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　171　　148　　　79　　162　　110　　　　　　　　　　　　　　　　　ヱ7　　　　1

Uvigerina　sp．　　　　　　　　　　　　／Ga11iher　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　1　　　　8

Va1vuI　ineria　masudai　Asano　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　28　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　1　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

TOTAL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　223　　668　　177　　170　　　75　　　99　　742　　308　　355　　220　　452　　382　　278　　　44　　　22　　144　　178

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付表1　底生有孔虫の産出表。ただし石灰質殻有孔虫のみを示す。
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